
柿
沼
綾
子
議
員
の
一
般
質
問 

 

 

 

答
弁
市
の
非
正
規
職
員
は
２
５
７
人
（
正
規
職
員
は
５
３
４
人
）、

う
ち
フ
ル
タ
イ
ム
は
６
３
人
、
職
種
は
一
般
事
務
職
の
ほ
か
、
保
健

師､

看
護
師
、
図
書
館
司
書
、
調
理
員
、
学
校
の
補
助
教
員
な
ど
や
、

特
別
職
の
非
常
勤
職
員
（
公
民
館
長
、
納
税
推
進
員
な
ど
）
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
改
正
労
働
契
約
法
は
第
２
２
条
に
お
い
て
国
家
公
務
員
と

地
方
公
務
員
に
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
関
連
法
を
遵
守
（
じ
ゅ
ん
し

ゅ
）
し
、
非
正
規
職
員
の
良
好
な
労
働
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。 

 

２
０
２
０
年
か
ら
、
地
方
公
務
員
法
の
改
正
で
、
臨
時
職
員
の
勤

務
条
件
や
福
利
厚
生
な
ど
の
処
遇
改
善
、
期
末
手
当
や
職
員
手
当
の

支
給
な
ど
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
。
組
織
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
考
慮

し
な
が
ら
適
正
な
人
数
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

市
の
広
報
で
も
市
内
の
非
正
規
労
働
者
に
無
期
転
換
ル
ー
ル
に

つ
い
て
周
知
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 
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本庄ケーブル 

テレビから掲載 

台
風
や
豪
雨
時
に
お
け
る
水
害
対
策
に
つ
い
て 

質
問
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
つ
。
今
で
も
３
万
８
５
０
０
人

の
か
た
が
、
不
自
由
な
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

全
国
へ
の
避
難
者
は
復
興
庁
発
表
で
７
万
３
３
４
９
人
と
さ
れ
て

い
る
。
被
災
者
の
生
活
と
生
業
（
な
り
わ
い
）
を
再
建
し
、
復
興
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
は
政
治
の
大
き
な
責
任
だ
と
考
え
る
。 

近
年
、
大
規
模
な
災
害
が
多
発
す
る
中
、
台
風
や
、
集
中
豪
雨
な

ど
の
浸
水
、
冠
水
に
よ
る
家
屋
の
被
害
や
道
路
の
被
害
、
農
地
の
被

害
の
状
況
、
住
民
か
ら
改
善
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
箇
所
や
、
こ

れ
ま
で
に
講
じ
た
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

ま
た
、
今
後
の
対
策
の
見
通
し
、
及
び
、
住
民
か
ら
の
要
望
に
対

し
て
市
の
対
策
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。 

答
弁
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て

浸
水
被
害
の
予
測
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

床
上
浸
水
・
床
下
浸
水
場
所
は
、
銀
座
、
千
代
田
、
若
泉
、
前
原
、

児
玉
町
児
玉
、
飯
倉
、
太
駄
、
金
屋
、
蛭
川
地
区
な
ど
で
あ
っ
た
。 

 

本
庄
地
域
で
は
雨
水
幹
線
の
整
備
や
、
下
野
堂
地
区
の
排
水
施
設

整
備
を
行
っ
て
き
た
が
、
児
玉
地
域
で
は
女
堀
川
の
河
川
改
修
が
完

了
し
な
い
と
、
流
れ
込
む
雨
水
の
許
容
量
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
抜
本
的
な
改
修
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
引
き
続
き
県
に
対
し
て

川
の
改
修
の
促
進
を
要
望
し
て
い
く
。
小
山
川
の
排
水
区
は
河
川
改

修
済
な
の
で
雨
水
幹
線
の
整
備
等
の
基
礎
調
査
を
進
め
て
い
る
の

で
事
業
計
画
を
立
て
て
整
備
を
進
め
て
い
け
る
見
通
し
で
あ
る
。 

  
 
 パ

ー
ト
労
働
者
な
ど
が
５
年
を
超
え
て
契
約
更
新
し
て
い
る 

場
合
に
は
無
期
労
働
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

質
問
同
じ
職
場
で
「
１
年
」、「
半
年
」
な
ど
の
期
間
を
決
め
て
雇
用

さ
れ
、
そ
れ
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
い
る
人
が
、
通
算
５
年
を
超
え

る
と
、
期
間
の
定
め
の
な
い
無
期
雇
用
に
転
換
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー

ル
が
改
正
労
働
契
約
法
で
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
の
対

象
に
な
る
の
が
４
０
０
万
人
の
非
正
規
労
働
者
で
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
契
約
社
員
、
派
遣
社
員
な
ど
の
方
が
申
し
込
め
ば
無
期
雇

用
契
約
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

市
役
所
に
い
る
有
期
雇
用
者
で
あ
る
非
正
規
職
員
に
は
、
改
正
労

働
契
約
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺

い
た
い
。 

ま
た
、
非
正
規
雇
用
の
職
員
の
固
定
化
が
さ
れ
て
い
っ
た
と
き
の

正
規
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。 

（
期
限
付
き
で
働
い
て
い
る
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
） 
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［２０１７年度の政務活動費報告］ 

 柿沼綾子  

（４月～２月まで） 

収入   １７６，０００円（限度額） 

支出合計 ２１９，０１８円 

（３月分） 

  収入    １６，０００円（限度額） 

  支出合計  １６，５５２円 

  残金   ０円 

支出内訳 

広報費、研究・研修費、資料購入費等  

 

※詳しくは市議会事務局で御覧ください 

 

 

 



 

柿
沼
綾
子
議
員
の
２
０
１
８
年
度
予
算
に
対
す
る
討
論
（要
旨
） 

―
日
本
共
産
党
― 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
て
５
年
、
大
企
業
や
一
部
の
富
裕
層
に
は
大
き
な

恩
恵
が
あ
っ
た
が
国
民
に
は
多
く
の
苦
し
み
が
強
い
ら
れ
、
格
差
が
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
る
。 

資
本
金
１
０
億
円
以
上
の
大
企
業
の
利
益
は
５
年
間
で
２
，
５
倍
に
増
え
、

内
部
留
保
は
８
０
兆
円
も
上
積
み
さ
れ
て
４
０
０
兆
円
を
超
え
た
中
、
地
方
自

治
体
の
果
た
す
役
割
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。 

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
１
億
円
以
上
の
企
業
に
対
し
、
９
，
７
％

か
ら
１
２
，
１
％
の
制
限
税
率
を
課
し
た
場
合
、
２
０
１
６
年
度
実
績
で
み
た

場
合
２
５
４
社
１
億
２
２
０
０
万
円
（
昨
年
２
５
０
社
４
，
３
０
０
万
円
）
で

昨
年
の
２
，
８
倍
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
余
裕
の
あ
る

企
業
か
ら
は
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
で
増
収
を
図
り
、
市
民
負
担
を
軽
減

し
て
い
く
検
討
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
法
定
外
の
繰
出
し
金
は
、
県
単
位
化
に
と
も

な
い
、
今
年
度
は
わ
ず
か
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
保
険
税
は
高
い
ま
ま

据
え
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
抜
本
的
解
決
の
た
め
に
は
、
国
庫
補
助
の

割
合
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
県
単
位
化
で
繰
入
の
解
消
が
も
と
め
ら
れ
て
も
、
当
面
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
を
増
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
安
定
社
会
の
中
で
健
康
を
保
持

し
、
安
心
で
き
る
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
指
摘
し
て
反
対
の
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

  

高
額
療
養
費
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
な
ど
を
指
摘
し
、 

国
民
健
康
保
険
予
算
に
反
対 

 
 

本
庄
市
は
県
内
の
他
市
町
村
と
比
べ
て
保
険
料
滞
納
に
対
す
る
制
裁
が
き

つ
く
、
短
期
保
険
証
４
９
０
件
、
資
格
証
９
９
件
の
発
行
も
、
埼
玉
県
内
の
他

市
町
村
と
比
較
し
て
も
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
、
高
額
療
養
費
の
負
担
限
度
額

の
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
増
な
ど
を
指
摘
し
、
資
格
証
な
ど
の
発
行
を
止
め
る

こ
と
を
求
め
て
反
対
し
ま
し
た
。 

 
 

 

基
準
額
で
月
額
１
０
０
円
の
値
上
げ
な
ど
を
指
摘
し
、 

介
護
保
険
条
例
と
介
護
保
険
予
算
に
反
対 

今
回
、
第
７
期
の
介
護
保
険
料
は
改
定
基
準
額
で
月
額
で
５
，
０
０
０
円
か

ら
５
，
１
０
０
円
に
、
１
０
０
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
の
８
月
か
ら
、
現
役
並
み
の
所
得
の
人
の
利
用
料
が
２
割
か
ら

３
割
に
な
り
、
推
計
で
１
１
０
名
の
か
た
が
該
当
し
ま
す
。
１
０
月
か
ら
は
、

福
祉
用
具
の
貸
与
価
格
に
上
限
設
定
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
自
己

負
担
化
に
対
す
る
厳
し
い
反
対
を
受
け
、
先
送
り
し
て
き
た
代
替
え
措
置
と
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
指
摘
し
て
反
対
し
ま
し
た
。 

 

 
 
 

水
道
会
計
予
算
に
反
対 

地
方
公
営
企
業
法
第
３
条
に
あ
る

水
道
事
業
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も

「
公
共
福
祉
の
増
進
」
に
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
、
基
金
相
当
分
の
８
億
円

や
内
部
留
保
資
金
の
７
億
円
、
豊
富

な
水
量
を
持
つ
市
の
水
道
の
状
況
を

鑑
み
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
動
き

を
警
戒
し
、
県
水
受
水
を
止
め
る
こ

と
を
指
摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。 

 

介護保険料が基準額で 年間 60，000円から 61，200円に 一般低所得者の生活を直撃  

  国民健康保険税額は県単位化で高いまま据え置きに                    
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2018年度一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
可

決

2018年度国民健康保険会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
可

決

2018年度介護保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
可

決

2018年度水道会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可

決

　　３月議会の主な議案に対する議員(会派）の態度

市議団　大地
 

　　　　　　　　会派及び議員名
　
　議　　　案 結

果

公明党自由民主党本庄クラブ市議団未来

(○は賛成、×は反対、敬称略）
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本
庄
市
議
会
三
月
定
例
会
報
告 

２
月
２
８
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
本
庄
市
議
会
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
は
３
月

２
６
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
回
は
国
保
の
県
単
位
化
に
と
も
な
っ
て
の
国
民
健
康
保
険
関
係
の
条
例
改
正
、
介
護
保

険
料
の
改
定
に
関
す
る
条
例
、
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
、
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
、
２
０
１
８
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
、
計
４
２
議
案

が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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